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＜連絡事項＞
・新聞の配布をBユニットTV下のソファーに置くこととなりました。

・6/19AM、Cユニットに工事が入る予定です。ドア側にあるテーブル・ベンチを部屋側に明日移動予定。また当日ドアが開放になるのでスタッフ配置予定。

＜入室状況＞
【転出】
・工藤　美江様～東病棟Cユニット5号室南病棟Cユニット205号室へ転出
・長内　威雄様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Dユニット203号室へ転出

【入院】
・光成　稔様～東病棟Cユニット4号室に入院となる
・館　来実様～東病棟Bユニット1号室に入院となる



＜患者様連絡事項＞
・坂田　輝様～6/27家族より主治医面談希望あり。本日主治医に確認するも現段階ではスケジュールが未確定とのこと。今週の診察時に再度村上Drに時間の確認をお願いします。

・伊藤　のり子様～南病棟転出可の指示受ける。

・泉山　せつ様～希死念慮、興奮あり。任意入院から医療保護入院に変更となる。

・滝田　英人様～アゾセミド錠（30）1/2錠に減量の指示受ける。数日間拒食ある旨報告。本日、明日点滴1本指示あり。またエンシュア処方となり、朝・夕内服指示あり。

・
　　　
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。他室侵入繰り返し自制出来ず早めの開放観察終了となる。自室にて時折ガラス戸に頭を小突くといった奇異行為あるが、外傷・出血なく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。適度に飲水要求あるが、易怒的言動なく不調不満訴えなし。時折独語あるが気分高揚さなく自室で静穏に過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・浅沼　佑香様～身体拘束継続中。朝食拒否されるが昼食時は介助にて全量摂取できている。表情冴えないが不穏・興奮なく希死的言動目立たず落ちついている。ライン類トラブルなく、拘束部位の循環障害なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜金Dr診察＞
・特変なし



＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和6年6月17日　：
　氏　　名：光成　稔（みつなり　みのる）様
　生年月日：昭和10年11月13日(88歳)
　病　　名：中等度アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：金Dr
　サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　現在妻様と2人暮らし。物忘れを主訴にR2.11.16当院初診。アルツハイマー型
　認知症の診断にて薬物療法開始していた。徐々に物忘れの悪化は見られており、施
　設入所等を勧めていたが妻様が本人に同情し、自宅で介護を続けている状態であっ
　た。しかし、最近になって易怒性もやや亢進しており、妻に対して杖を向けたり実
　際に杖で叩いたりすることもある。認知症になる以前から粗暴行為があったため、
　妻様は重く受け止めていない様子あり。虐待案件として取り扱う可能性もあり、早
　々に対処が必要な状況であった。妻様も本人に対しストレスに思う所もあり、主治
　医より環境調整の必要性を説明し、納得されたため長女様にも状況報告し、本日
　東病棟Cユニットに医療保護入院となる。


＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和6年6月17日　15：00
　氏　　名：舘 来実（たて　くるみ）様
　生年月日：平成16年11月15日(16歳)
　病　　名：統合失調症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr
　サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット不安感と感情の起伏が激しく、自宅でも見守れないとのことで、
両親とともに来院。本人は入院を希望するが、不安が強くなると
落ち着かなくなり、希死念慮が増悪することから、入院治療が必
要だと思われるものの、不安が増悪すると自身のコントロールが
困難となることがあった。幻聴や恐怖感はない。不安感はある。
特に理由もなく不安になったりする。落ち着かない時にはそわそわして、
何かしないと落ち着かない。薬を飲んでもよくも悪くもならない。
等と話されるも衝動行為は見られず。
薬物・精神療法を主体とした治療のため本日東病棟Bユニットに
医療保護入院となる。



